
 

 

 

 

 

 

 

免疫細胞で異なる脂質代謝プログラムを明らかに 

―T 細胞と B 細胞の網羅的解析から見えてきた脂肪酸利用の特徴 ―     

                           

                             令和８年 8 月 27 日 

 

かずさ DNA 研究所の研究グループ（遠藤裕介室長）は、細胞の中の脂質を
網羅的に調査し、免疫細胞が脂質をどのように使い分けているかを明らかにし
ました。 

私たちの体には、病原体や異物から身を守る「免疫細胞」があります。免疫細胞は、感

染や炎症が起こると、細胞の中で使うエネルギー源や物質を大きく変化させます。特に

脂質は、細胞のエネルギー源になるだけでなく、細胞の膜を作り、細胞の性質や情報のや

り取りにも関わる大切な物質です。しかし T 細胞＊や B 細胞＊などの免疫細胞が脂質をど

のように使い分けているのかは、まだ十分にはわかっていません。 

本研究では、細胞の中の脂質を網羅的に調べる「リピドミクス＊」と、働いている遺伝

子を調べる「トランスクリプトーム＊」の二つの先端的な手法を組み合わせて解析を行い

ました。T 細胞と B 細胞では、細胞の中にある脂質の種類に大きな違いがあることがわか

りました。T 細胞では炎症や情報伝達に関わるアラキドン酸を含むリン脂質が多く、B 細

胞では魚油などにも多く含まれる EPA（エイコサペンタエン酸）を持つリン脂質が多く認

められました。つまり、同じ免疫細胞でも、使っている脂質の「材料」や「組み合わせ」

が異なっていることがわかりました。 

本研究成果は、感染症、自己免疫疾患、アレルギー、がんなどの病気が起こる仕組み

の解明につながる可能性があります。将来的には、脂質代謝を目印にした新しい診断法

や、免疫細胞の働きを調整する新しい治療法の開発につながることが期待されます。 
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1. 背景 

私たちの体には、病原体や異物から身を守る「免疫細胞」があります。免疫細胞は、

感染や炎症が起こると、まわりの状況に合わせて、細胞の中で使うエネルギー源や物質

を大きく変化させます。これは、ただ細胞が動くためのエネルギーを作るだけでなく、

免疫細胞が増えたり、攻撃力を高めたり、それぞれの役割を果たすために欠かせない仕

組みです。特に脂質は、細胞のエネルギー源になるだけでなく、細胞の膜を作り、細胞

の性質や情報交換にも関わる大切な物質です。しかし、免疫細胞の種類（T 細胞や B 細

胞など）によって脂質をどのように使い分けているのかは、まだ十分にはわかっていま

せん。 

 本研究では、細胞の中の脂質を調べる「リピドミクス」と、働いている遺伝子を調べ

る「トランスクリプトーム」を組み合わせることによって、T 細胞と B 細胞がどのよう

に脂質を利用して、それぞれ異なる働きをしているかを明らかにしました。 

 

2. 研究成果の概要 

・リピドミクス解析により、T 細胞と B 細胞では、細胞の中にある脂質の種類に大きな

違いがあることがわかりました。特に、T 細胞では炎症や情報伝達に関わるアラキドン

酸を含むリン脂質が多く、B 細胞では魚油などにも多く含まれる EPA（エイコサペンタ

エン酸）を持つリン脂質が多く認められました。つまり、同じ免疫細胞でも、使ってい

る脂質の「材料」や「組み合わせ」が異なっていることがわかりました。 

・トランスクリプトーム解析では、T 細胞では脂肪酸を作ったり（脂肪酸合成）、長く

する遺伝子が、B 細胞では脂肪酸を取り込んだり、リン脂質を作り替える遺伝子がよく

働いていることがわかりました。これは、リピドミクス解析で見つかった特徴とよく一

致していました。 

・ヒトとマウスを比べると、共通する特徴と、それぞれの種に特有の特徴の両方が見つ

かりました。この結果から、免疫細胞の脂質の使い方には生物に共通する基本ルールが

ある一方で、種ごとの個性もあることが示されました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 期待されること 

本研究の成果は、免疫細胞がどのように脂質を使い分け、それぞれの働きを支えている

のかを理解するための重要な手がかりになります。T 細胞と B 細胞は、体を守るという同

じ目的を持ちながら、それぞれ異なる脂質の使い方をしていました。これは、免疫細胞が

ただ一つの方法で働いているのではなく、役割に合わせて細胞の中の仕組みを細かく調整

していることを示しています。さらに、マウスとヒトに共通する特徴も見つかったため、

今回の発見はヒトの免疫の仕組みを理解するうえでも役立つことが期待されます。今後、

感染症、自己免疫疾患、アレルギー、がんなどの病気で免疫細胞の脂質代謝がどのように

変化するのかを調べることで、病気が起こる仕組みの解明につながるかもしれません。さ

らに、将来には、脂質代謝を目印にした新しい診断法や、免疫細胞の働きを調整する新し

い治療法の開発につながることが期待されます。 

 

 

 

 



 

 

用語解説 

T 細胞： 

白血球の一種でリンパ球に分類される。がん細胞やウイルスに感染した細胞を攻撃して排

除するほか、「サイトカイン」と呼ばれる情報伝達物質を分泌し、他の免疫細胞の働きを

助ける役割を担う。 

 

B 細胞： 

白血球の一種で、リンパ球に分類される。病原体に結合する「抗体」を産生し、細菌やウ

イルスなどの感染から体を守る役割を担う。 

 

リピドミクス： 

細胞内に存在する脂質を網羅的に測定・解析する技術。細胞に含まれる脂質の種類や量を

調べることで、細胞ごとの脂質の特徴や違いを明らかにできる。 

 

トランスクリプトーム： 

細胞内で働いている遺伝子（RNA）を網羅的に測定・解析する技術。どの遺伝子がどの程

度働いているかを調べることで、細胞の状態や機能の特徴を明らかにできる。 

 

リン脂質： 

細胞膜の主な材料となる脂質。水になじみやすい部分（親水部）と、水を避ける部分（疎

水部）からなり、疎水部には 2 本の脂肪酸が結合する。脂肪酸の種類や長さによって細胞

膜の性質が変化し、細胞の形を保つだけでなく、細胞の働きにも重要な役割を果たす。 


